犬の重篤感染症におけるワクチンの弱毒化関連遺伝子マーカーの同定とウイルス検出法の評価及び疫学調査 by 勢簱 剛
論文審査の結果の要旨 
 





























態の検出方法の評価及び CIRD の病原体の浸潤状況調査を実施するために、CPV 感染症
ワクチンの弱毒化を担う遺伝的な最小決定因子の同定（第 1章）、リアルタイム RT-PCR














の親株である強毒の 9985株に 4つのアミノ酸変異のうち 1か所または 2か所の変異を










































出された 47頭のうち、Bbが 15頭と最も多く、次いで CRCoVが 13頭、CPIVが 9頭、CDV
が 6頭、CAV-2が 2頭、CHVが 2頭から検出された。複数の病原体遺伝子が検出された
16頭についても、Bbが 13頭、CPIVが 9頭、CRCoVが 6頭と検出率が高かった。これら
の結果から Bbと CPIVが多く検出され、これらの病原体が国内の犬の間に広く浸潤し、
CIRDの主要な原因となっていることが推定される。特に Bbは重複感染例の 80%以上を
占めており、他の病原体の感染を誘発する可能性がある。ワクチン接種犬からの CAV-2
と CPIV、CDVの検出率は未接種犬に比べ低い傾向にあり、ワクチンの効果が推定された。
本章の成果により、CIRDの発生には、Bbと CPIV、CRCoVが単独または複合して関与す
ることが示唆され、現行ワクチンに含まれる CAV-2と CPIV、CDVの病原体の検出率は、
ワクチン未接種犬に比べ接種犬で低い傾向にあり、ワクチンの有効性を示すことができ
た。 
 
以上のように、本論文の成果は、犬の健康が脅かされる重要な感染症を予防するため
のワクチンの品質管理、改良及び新規開発に有益な知見をもたらすもので学術上、応用
上貢献するところが少なくない。よって審査委員一同は、本論文が博士（獣医学）の学
位論文として十分な価値を有するものと認め、合格と判定した。 
 
